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 要  旨 
 本論文は、次世代光メモリして期待されているホログラフィックデータストレー
ジシステムのための記録メディアへの応用を念頭に、逐次重合モノマーを用いたナ
ノ微粒子-ポリマーコンポジット(NPC)の光重合特性とホログラフィック記録特性
の究明を行った結果について述べたものである。現在までに連鎖重合型モノマーを
用いた NPC により、記録メディアに要求される諸特性を同時に改善できることが
報告されているが、より低重合性が期待される逐次重合型モノマーを用いた NPC
のホログラフィック記録特性については全く究明されていなかった。そこで、本論
文では、NPC の光重合過程におけるモノマーの重合変換率のホログラフィック記録
における格子の形成や体積収縮への影響について究明することでホログラフィッ
ク材料としての最適材料設計指針を明らかにしてホログラフィック記録特性の性
能向上を実現することを目的としている。本論文の内容は以下の通りである。第一
に、緑色波長域における様々な逐次重合型チオール・エンモノマーにおける光重合
特性を究明し、その中でも特にトリアジン骨格アリル系エンモノマーを用いたチオ
ール・エンモノマーが有用であることを示す。第二に、トリアジン骨格アリル系エ
ンモノマーと SiO2 ナノ微粒子を用いた NPC の光重合特性と最適設計指針について
述べる。第三に、最適設計を行ったトリアジン骨格アリル系エンモノマーと SiO2
ナノ微粒子を用いた NPC の緑色波長域におけるホログラフィック記録特性につい
て究明し、従来報告されている連鎖重合型モノマーを用いた NPC と同等の性能指
数を得られることを示す。第四に、トリアジン骨格アリル系エンモノマーと SiO2
ナノ微粒子を用いた NPC の重合収縮率について究明し、従来報告されている連鎖
重合型モノマーを用いた NPC に比べ、重合収縮率を一桁程度低減することが可能
であり、その重合収縮メカニズムの解明について示す。第五に、トリアジン骨格ア
リル系エンモノマーとSiO2ナノ微粒子を用いたNPCの熱的安定性について究明し、
従来報告されている連鎖重合型 PMMA バインダーフォトポリマーと同等の熱光学
係数と線熱膨張係数を得られ、低収縮性と高熱的安定性を同時に満たすことを示
す。 
 
